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本章では、AssetCenterで部署と従業員の詳細情報を指定し、管理する方法につ
いて説明します。

部署と従業員のリストを表示するには、［ポートフォリオ／部署と従業員］メ
ニューを選択します。

部署と従業員の構成
部署は従業員から構成され、部署には従属部署が含まれることがあります。従
業員の下には従属要素を作成できません。AssetCenterは、部署と従業員のリス
トを階層構造で構成します。

部署と従業員のリストを編成するには、まず会社の部署の階層を作成し、それ
ぞれの部署に従業員を割り当てる方法が最も適切です。従って、従業員は階層
の末端に属します。

部署と従業員は同じ画面で作成、管理されます。

AssetCenterでは、従業員に以下のような役割を割り当てることができます。
• 資産のユーザまたは責任者
• 資産ビューの作成者
• 在庫の責任者
• プロジェクトの責任者

1  部署と従業員
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• 作業指示の依頼者または技術者
• 予算の責任者
• 契約の責任者
• その他

AssetCenterユーザ
AssetCenterのデータベースへのアクセスを保護するために、AssetCenterのデータ
ベース内でAssetCenterのユーザとして定義されている人のみが、データベース
を開くことができます。

複数のユーザが同時に同じデータベース上で作業できます。

AssetCenterのユーザは、部署と従業員のリスト内にプロファイルと共にレコー
ドとして記録されています。管理者が［ログイン］（SQL名：UserLogin）と［パ
スワード］（SQL名：LoginPassword）をユーザに割り当てます。

AssetCenter管理者
AssetCenter管理者は、AssetCenterデータベースのすべてのテーブルに対してすべ
ての権限を有するAssetCenterユーザです。

複数の管理者がいる場合もあります。複数の管理者を作成するには、1人の管理
者が他のユーザに管理者のプロファイルを詳細画面で割り当てます。

Adminログインを登録する
部署と従業員テーブルには「Admin」と呼ばれるデフォルトの管理者［ログイ
ン］のレコードがあります。
• AssetCenterをインストールした直後は、このログイン名でしか管理者として

AssetCenterデータベースにアクセスできません。
• このログイン名は、他の名前でデータベースにアクセスできない場合に使う

ことができます。セキュリティ上の理由により、このレコードは削除できま
せん。

• 「Admin」ログインのアクセスタイプは「固定」ユーザですが、許可された
固定ユーザのライセンス数としてはカウントされません。

• 「Admin」ログインは、接続状況画面（［管理／接続状況］メニュー）の
［削除］ボタンを使って接続スロットを削除できる唯一の管理者ログインで
す。
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部署と従業員を作成する
1 ［ポートフォリオ／部署と従業員］メニューを選択します。
2 ［新規作成］をクリックします。

表示されるダイアログボックスで、従業員と部署のどちらを作成するのかを
選択します。

 注意:

部署および従業員の詳細画面に表示される基本情報と使用可能なタブは、一部
異なります。

従業員の研修
［研修］タブページには、従業員が参加した研修プログラムのリストが表示さ
れます。
• 研修プログラムを追加または削除するには、リストの右側にある  ボタンと

 ボタンを使います。
•  ボタンをクリックすると、研修プログラムの詳細を表示または変更できま

す。

 注意:

資産と同様、研修にもバーコードラベルが付いています。デフォルトでは、こ
のラベルはAssetCenterカウンタを使うスクリプトによって定義されます。スク
リプトを変更して、バーコードの付け方を変更することもできます。

従業員のユーザプロファイルを定義する
従業員にユーザプロファイルを割り当て、パスワードを指定するには、その従
業員の詳細画面で［プロファイル］タブページを表示します。

 重要項目:

従業員の詳細画面の［プロファイル］タブを表示できるのは、管理者だけです。
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管理者を定義する
データベースの管理者を定義するには、次の操作を行います。
1 ［ログインのタイプ］（SQL名：seLoginClass）、［ログイン］（SQL名：

UserLogin）、および［パスワード］（SQL名：LoginPassword）フィールド
に値を入力します。

2 1従業員にデータベースへの全アクセス権限を割り当てるには、［管理者権
限］（SQL名：bAdminRight）チェックボックスをオンにします。

非管理者ユーザを定義する
データベースを管理しないユーザを定義するには、次の操作を行います。
1 ［ログインのタイプ］（SQL名：seLoginClass）、［ログイン］（SQL名：

UserLogin）、および［パスワード］（SQL名：LoginPassword）フィールド
に値を指定します。

2 ［プロファイル］（SQL名：Profile）に値を指定して、従業員にユーザプロ
ファイルを割り当てます。

これで、ユーザは指定したログイン名を使ってAssetCenterデータベースにアク
セスし、プロファイルに対応する情報を表示したり、変更したりできます。

従業員グループ
従業員グループを作成するには、［ポートフォリオ／グループ］メニューを選
択します。

従業員グループはソフトウェアの数箇所で表示されます。

例
• 作業指示の［タイプ］（SQL名：seType）が［内部メンテナンス］の場合、

作業指示の担当者として
• ワークフロー業務の担当者として

従業員グループは、SQL名「amEmplGroup」の階層構造のテーブルに保存され
ます。

従業員グループを作成するには、次の手順に従います。
1 ［ポートフォリオ／グループ］メニューを選択します。
2 ［新規作成］をクリックします。
3 従業員グループの名前を入力します。
4 必要に応じて、グループの所属先を入力します。
5 グループの責任者を指定します。
6 ［グループ構成］タブで、グループのメンバを指定します。
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7 ［担当場所］タブで、グループに関連する場所を指定します。
8 ［契約］タブで、グループに関連する契約を指定します。

 注意:

従業員と同様、従業員グループにもバーコードラベルが付いています。デフォ
ルトでは、このラベルはAssetCenterカウンタを使うスクリプトによって定義さ
れます。スクリプトを変更して、バーコードの付け方を変更することもできま
す。

従業員の場所が変わった場合
1 場所（［ポートフォリオ／場所］メニュー）のリストを表示します。
2 新しい場所を作成します。
3 部署と従業員（［ポートフォリオ／部署と従業員］メニュー）のリストを表

示します。
4 新しい勤務地に移動するすべての従業員を同時に選択します。
5 従業員の詳細画面の［全般］タブページで、新しい場所を選択します。
6 ［変更］ボタンをクリックします。
7 ポートフォリオ品目のリスト（［ポートフォリオ／ポートフォリオ品目］メ

ニュー）を表示します。
8 新しい勤務地に移動するすべてのポートフォリオ品目を同時に選択します。
9 ポートフォリオ品目の詳細画面の［全般］タブページで、新しい設置場所を

選択します。
10 ［変更］ボタンをクリックします。

レコードを出力して、別のプログラムでデータを変更してから、もう一度
AssetCenterにレコードをインポートする方法もあります。この方法は複雑です
が、よりフレキシブルに処理できます。

従業員の部署が変わった場合
1 部署と従業員のリストを表示します。
2 所属部署が変わる従業員の詳細を表示します。
3 ［部署］（SQL名：Parent）フィールドで、従業員の新しい部署を選択しま

す。
4 必要に応じて、［全般］タブページの［所在地］（SQL名：Location）、［電

話番号］（SQL名：Phone）、［Fax］（SQL名：Fax）、［電子メール］（SQL
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名：EMail）、および［コストセンタ］（SQL名：CostCenter）フィールドを
変更します。

5 必要に応じて、従業員が使用するポートフォリオ品目の詳細画面の［全般］
タブページで、［設置場所］（SQL名：Location）、［責任者］（SQL名：
Supervisor）と［コストセンタ］（SQL名：CostCenter）フィールドを変更し
ます。これを行うには、次の操作を行います。
• 従業員の詳細画面の［ポートフォリオ］タブページで各ポートフォリオ

品目の詳細画面を1つずつ表示し、該当するフィールドを変更します。
• またはポートフォリオ品目のリストを表示し、部署を変更するユーザの

名前を選択して、［ユーザ］（SQL名：User）リンクにフィルタを適用し
ます。検索されたユーザのポートフォリオ品目を複数選択して、フィー
ルドを同時に変更できます。
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本章では、AssetCenterで場所の詳細情報を指定する方法について説明します。

場所のリストを表示するには、［ポートフォリオ／場所］メニューを選択しま
す。

場所の定義
会社の所在地の情報は、別の階層構造のテーブルで管理します。場所のテーブ
ルでは資産や在庫の物理的な場所や、作業指示の場所などを指定できます。

場所のフロアプラン
場所は、アイコンで表示される従業員や資産の配属先をグラフィックで図解し
ます。場所の詳細画面の［フロアプラン］タブページでは、プランのリストか
らフロアプランを選択できます。

2  場所
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場所に設置されているポートフォリオ品目
特定の場所に設置されている全ポートフォリオ品目のリストを表示するには、
場所の詳細画面の［ポートフォリオ］タブページを選択します。

リストにポートフォリオ品目を追加したり、リストからポートフォリオ品目を
削除したりするには、リストの右側にある  ボタンと  ボタンを使います。
ボタンをクリックすると、ポートフォリオ品目の詳細を表示または変更できま
す。

場所にポートフォリオ品目を追加すると、そのポートフォリオ品目は前の場所
から自動的に削除されます。場所からポートフォリオ品目を切り離すと、その
ポートフォリオ品目と場所のリンクは失われます。

場所に関連する税金
税区分を使って、税金と場所を関連付けることができます。税金と場所を関連
付けるには、場所の詳細画面の［全般］タブページにある［税区分］（SQL名：
TaxJuris）リンクに値を指定します。
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本章では、AssetCenterでサプライヤの詳細情報を指定し、管理する方法につい
て説明します。

サプライヤのリストを表示するには、［ポートフォリオ／サプライヤ］メニュー
を選択します。

サプライヤの定義
AssetCenterでは、専用のテーブルにサプライヤ業者の詳細とその連絡先を指定
することができます。AssetCenterの「サプライヤ」を、自分の会社の子会社ま
たは支社と混同しないようにしてください。

データベースでは、サプライヤは、契約に関わる業者、メンテナンス業者、サ
プライヤ業者などに分類されます。

サプライヤの連絡先
サプライヤの詳細画面の［連絡先］タブページには、サブタブページごとにサ
プライヤの連絡先リストが含まれています。

3  サプライヤ
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連絡先を追加、複製、または削除するには、サブタブページ上で右クリックし
て、ポップアップメニューから［リンクレコードの追加］、［リンクレコード
の複製］または［リンクの削除］を選択します。

連絡先の完全なリストには、［管理／画面一覧］メニューからのみアクセスで
きます。

サプライヤの署名付き契約
サプライヤの詳細画面の［契約］タブページには、サプライヤの署名の入った
契約書のリストが表示されます。

契約を追加または削除するには、リストの右側にある  ボタンと  ボタンを使
います。

リスト内の契約の詳細は、  ボタンをクリックして表示または変更できます。

サプライヤのカタログ
サプライヤの詳細画面の［カタログ］タブページには、サプライヤのカタログ
が表示されます。

取得条件を追加および削除するには、、リストの右側にある  ボタンと  ボタ
ンを使います。

既存の取得条件を表示または変更するには、  ボタンをクリックします。
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本章では、AssetCenterでフロアプランの詳細情報を指定する方法について説明
します。

フロアプランのリストを表示するには、［ポートフォリオ／フロアプラン］メ
ニューを選択します。

フロアプランの定義
フロアプランでは、テーブルのレコードをグラフィックとして配置できます。
すべてのテーブル、特に場所、従業員、および資産のテーブルを使用できます。

フロアプランを作成する
フロアプランを定義するには、以下に説明されているフロアプランのポップアッ
プメニュー（状況依存メニュー）を使います。

4  フロアプラン
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図 4.1. フロアプランの詳細画面

［フロアプラン／背景のイメージ］メニュー
• ［貼り付け］メニューを使うと、背景にイメージを貼り付ることができま

す。
• ［削除］メニューを使うと、背景のイメージを削除できます。
• ［サイズ変更］メニューを使うと、背景のイメージのサイズを変更できま

す。変更するには、マウスでイメージのハンドルをドラッグします。
• ［インポート］メニューを使うと、背景に画像ファイルをインポートできま

す。
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配置
複数のアイコンの位置をフロアプラン内で揃えることができます。［Shift］キー
または［Ctrl］キーを押しながら項目を選択するか、またはマウスでドラッグし
て項目を囲んで選択します。

テキストの表示
フロアプラン内に、レコードのアイコンを説明するテキストを配置することが
できます。

フロアプランにオブジェクトを追加する
他のリストからレコードをドラッグ&ドロップして、レコードをフロアプランに
追加します。

これを行うには、リストでレコードを追加するか、レコードの詳細画面でアイ
コンを選択します。

フロアプランにオブジェクトのアイコンとテキストが追加されます。

マウスを使って、レコードをフロアプラン内で移動できます。

フロアプラン内のオブジェクトの詳細情報を表示する
フロアプラン内に配置されているアイコンの詳細情報を表示するには、アイコ
ンをダブルクリックします。

フロアプランを使用する
フロアプランの中にさらに別のフロアプランを作成して、より詳細なフロアプ
ランを作成できます。

例えば、都道府県/支社/ビル/フロア/オフィスなど、場所のツリー構造を作成す
るには、次の手順に従います。
1 国、支社、ビル、階、およびオフィスなどの各場所に、フロアプランを関連

付けます。

［ポートフォリオ／場所］メニューで場所のリストを表示します。場所ごと
に、［フロアプラン］タブページを表示し、その場所に関連付けるフロアプ
ランを選択します。
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2 2つのフロアプランのリストを使用して、支社の各アイコンを国のフロアプ
ランの上にドラッグ&ドロップします。

まず国のフロアプランの詳細画面を表示します。次に支社の詳細画面を表示
し、支社のフロアプランを国のフロアプランの上にドラッグ&ドロップしま
す。

3 同じ方法で、支社のフロアプランの上にビルのフロアプラン、ビルのフロア
プランの上に階のフロアプラン、階のフロアプランの上にオフィスのフロア
プランを配置します。

4 最後に、オフィスのフロアプランの上にユーザと資産を配置します。

フロアプラン、従業員、および資産のリストを表示します。次に、従業員と
資産をオフィスのフロアプランの上にドラッグ&ドロップします。

フロアプランを階層化すると、以下の要素を表示できます。
• フロアプランのリスト（［ポートフォリオ／フロアプラン］メニュー）また

は場所の詳細画面の［フロアプラン］タブページで、フロアプランを表示で
きます。

• メインのフロアプラン内に配置されているサブフロアプランのアイコンをダ
ブルクリックすると、サブフロアプランの詳細情報を直接表示できます。

• オフィスのフロアプラン上に配置されている資産とユーザのアイコンをダブ
ルクリックすると、その詳細情報を直接表示できます。
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ここでは、AssetCenterで任意管理項目を使用する方法について説明します。

任意管理項目を作成および編集するには、［管理／任意管理項目］メニューを
選択します。

任意管理項目の定義
任意管理項目は、AssetCenterのオブジェクト（資産、モデル、発注など）にさ
らに詳細情報を追加する場合に使用します。追加した定義項目は、値と一緒に
オブジェクトにリンクされ、そのオブジェクトの［任意管理項目］タブページ
に直接表示されます。

任意管理項目は必要な数だけ作成でき、入力するデータのデータ型（［数値］、
［テキスト］など）も指定することができます。これにより、AssetCenterの柔
軟性が増し、より広範なカスタマイズが可能になります。

任意管理項目を使うと、自分にとって特に重要な分野（財務、技術などの特定
分野）に情報を追加することができます。

任意管理項目を作成すると、データベースのレコードの詳細情報を入力できる
「フィールド」が追加されます。例えば、コンピュータのプロセッサの種類や
クロック周波数、自動車の馬力などを入力できます。

5  任意管理項目

AssetCenter 4.2.0 - 主要テーブル  25



また、AssetCenterのクエリ言語を使って任意管理項目を参照することもできま
す。

任意管理項目の説明
任意管理項目を作成するには、まず任意管理項目の特定値を定義し、その処理
方法を決定します。

任意管理項目を定義する
任意管理項目の詳細画面の上部では、任意管理項目の識別値と分類（任意管理
項目クラス）を定義します。任意管理項目は、固有のSQL名で識別されます。
その他のフィールドでは、詳細情報を指定したり、任意管理項目についての説
明文を表示できるフィールドのヘルプ（［Shift+F1］キーを押すと表示される状
況依存ヘルプ）を作成します。

任意管理項目の処理方法
任意管理項目の処理方法は、次のいくつかの条件によって異なります。
• 入力タイプ。レコードの任意管理項目フィールドに値を入力する時に使うコ

ントロールのタイプが決まります。入力タイプに応じて単位も指定する必要
があります。

 注意:

「リンク」入力タイプは複雑なので、このマニュアルの別の章で説明しま
す。

• 合計による計算
• パラメータ

任意管理項目の合計
任意管理項目の詳細画面の［合計］タブに表示される情報は、任意管理項目を
合計するときに使います。このタブページで指定すると、任意管理項目値は、
他の任意管理項目の値と合計して計算されます。
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任意管理項目の合計は、［入力］タブの［入力タイプ］（SQL名：seDataType）
フィールドが［数値］または［時間］に設定されている任意管理項目の場合の
み実行できます。

他の任意管理項目の値と合計して任意管理項目の値を計算するには、［他の任
意管理項目値を加えて計算］（SQL名：bCalculated）チェックボックスをオンに
します。計算に加えられる任意管理項目は、このタブページのリストに表示さ
れます。［作成］ボタンまたは［変更］ボタンをクリックすると、即座に計算
が実行されます。

合計する任意管理項目を追加、削除、表示、または変更するには、それぞれ 
、  、および  ボタンを使います。

追加する任意管理項目は、次の条件を満たしている必要があります。
• 合計される任意管理項目と同じ入力タイプ（形式）と単位を使用している。
• 合計時に計算されない。

加える任意管理項目を変更すると、合計値も自動的に再計算されます。

合計計算では、次の点を考慮する必要があります。
• 上記の条件を満たしている任意管理項目だけが計算に使用されます。
• テーブルが階層構造の場合は、子レコードもすべて計算に加えられます。

図 5.1. 任意管理項目の合計およびその階層構造

AssetCenter 4.2.0 - 主要テーブル  27

主要テーブル



 注意:

任意管理項目の合計計算に使用する任意管理項目のリストを変更すると、デー
タベースサーバのリソースに重い負担がかかることがあります。これは、その
任意管理項目を含むすべてのレコードが再計算されるためです。

詳しくは、マニュアル『管理』の「データベースオプション」の章の「データ
ベースオプション」の表で、「任意管理項目」を参照してください。

任意管理項目のパラメータ
任意管理項目のパラメータは、任意管理項目の詳細画面の［パラメータ］タブ
ページにあります。

任意管理項目を作成した後、パラメータを使って次の内容を指定できます。
• 任意管理項目を使用できるテーブルの名前
• 任意管理項目のデフォルト値
• 任意管理項目に関連するデータの入力および表示の制限

任意管理項目のパラメータを編集する
 ボタンまたは  ボタンをクリックすると、パラメータの編集および作成画面

が表示されます。

 注意:

パラメータの編集画面は、任意管理項目を作成した後でないと使用できません。

指定したパラメータは、［テーブル］（SQL名：TableName）フィールドに定義
されているテーブルにリンクします。このフィールドに入力するテーブル名は、
AssetCenterのすべてのテーブルを含んでいるシステムリストデータ（値を変更
できないリスト）から選択できます。

 注意:

1つの任意管理項目に、異なる複数のテーブルのパラメータを指定することがで
きます。

任意管理項目に指定するパラメータには、データ入力の制限、デフォルト値、
および個々の任意管理項目の状況依存ヘルプなどがあります。
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データ入力の制限
各制限事項で指定できる値は、次の通りです。
• はい：任意管理項目が関連しているテーブルのすべてのレコードに対して有

効になります。
• いいえ：任意管理項目が関連しているテーブルのすべてのレコードに対して

無効になります。
• スクリプト：制約の適用は、BASICスクリプトによって決まります。

 注意:

任意管理項目のパラメータに使用されているBASICスクリプトを編集したり、
変更したりすることはできません。

任意管理項目に適用できるデータ入力の制限事項は、次の表の通りです。

表 5.1. 任意管理項目に関する制限事項

制限事項 説明
使用可能 任意管理項目を使用可能にするかどうかを

指定します。
デフォルトで表示 任意管理項目をデフォルトで表示するかど

うかを指定します。
必須 任意管理項目フィールドへの値の入力を必

須にするかどうかを指定します。
履歴の保持 任意管理項目の値の履歴を保存するかどう

かを指定します。

デフォルト値
任意管理項目のデフォルト値を定義できます。この機能は、データベースの他
のフィールドに適用されている機能と全く同じです。

ヘルプ
データベースの他のフィールドと同様、任意管理項目にも3つのセクションで構
成する状況依存ヘルプ（フィールドのヘルプ）を定義できます。
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任意管理項目クラス
任意管理項目クラスは、任意管理項目を共通のプロパティで分類するときに使
います。例えば、「プロセッサLevel1キャッシュ」と「プロセッサLevel2キャッ
シュ」は、「CPU」という任意管理項目クラスで分類できます。

任意管理項目クラスを編集および作成するには、［管理／任意管理項目クラス］
メニューを選択します。

任意管理項目を管理する
ここでは、任意管理項目の管理方法について説明します。

概要
レコードに任意管理項目を追加するには、レコードの詳細画面で［任意管理項
目］タブに移動します。
• タブページの右側には、レコードに関連する任意管理項目の一覧が表示され

ます。ここで  ボタンと  ボタンを使って任意管理項目を追加または削除
できます。

• タブページの左側には、任意管理項目クラスのツリー構造が表示されます。
ここで任意管理項目クラスを選択するとフィルタが適用され、そのクラスに
対応する任意管理項目が右側に表示されます。

レコードに任意管理項目を追加できるのは、次のように、レコードを含んでい
るテーブルに任意管理項目が適用されている場合、および任意管理項目が使用
可能な場合だけです。
• 任意管理項目の詳細画面の［パラメータ］タブページに、選択しているレ

コードのテーブル名が表示されている。
• ［使用可能］（SQL名：seAvailable）フィールドの値を［はい］に、または

BASICスクリプトでこのフィールドが［はい］に更新されるように設定され
ている場合は、［スクリプト］に設定しておく。

• 入力が必須の任意管理項項目は削除できないため、追加モード（  ボタンを
クリックすると表示される画面）では表示されない。

任意管理項目クラスのツリー構造
［任意管理項目］タブページの左側には、任意管理項目クラスのツリー構造が
表示されます。この任意管理項目クラスのフィルタを使って、タブページの右
側に表示する任意管理項目を検索できます。
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• ツリーの  ノードを選択すると、タブページの右側にはそのレコード
に関連するすべての任意管理項目（継承可能な任意管理項目を除く）が表示
されます。

• ツリーの分岐（クラスまたはサブクラス）を選択すると、タブページの右側
にはそのクラスまたはサブクラスの任意管理項目が表示されます。

2つのオプションを使って、フィルタを調整できます。
• ［継承可能な任意管理項目も表示］チェックボックスをオンにすると、［継

承目的］（SQL名：bForInheritance）フィールドが「はい」に設定されている
継承可能任意管理項目もタブページの右側に表示されます。

• ［サブクラスも表示］チェックボックスをオンにすると、選択したクラスの
サブクラスに関連する任意管理項目もタブページの右側に表示されます。

レコードに関連する任意管理項目
［任意管理項目］タブページの右側では、次の操作を行うことができます。
• レコードに関連する任意管理項目の表示
• 任意管理項目とレコードの関連付け
• レコードから任意管理項目を削除

 注意:

レコードの詳細画面の［任意管理項目］タブページは、選択しているレコード
のテーブルに使用可能な任意管理項目が少なくとも1つある場合のみ表示されま
す（任意管理項目がテーブルに添付されており、［使用可能］（SQL名：
seAvailable）フィールドが［はい］に設定（指定時に直接、またはスクリプトを
使って設定）されている場合）。

任意管理項目をレコードに関連付ける
任意管理項目を追加する  ボタンをクリックすると、現在のレコードで使用可
能な任意管理項目を選択できるウィンドウが開きます。このウィンドウでは、
任意管理項目がクラス別にツリー構造で表示されます。このツリーには、使用
可能な任意管理項目、つまり［使用可能］（SQL名：seAvailable）フィールドが
［はい］に設定（指定時に直接、またはスクリプトを使って設定）されている
任意管理項目だけが表示されます。

希望の任意管理項目を選択し、［OK］ボタンをクリックすると、任意管理項目
がレコードに追加されます。
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 注意:

この画面では、［Ctrl］キーと［Shift］キーを使って複数の任意管理項目を選択
できるため、1度に複数の任意管理項目を追加できます。

継承先のテーブル（ターゲットテーブル）のレコードに任意管理項目を追加す
ると、次の2つのケースが発生する可能性があります。
• 任意管理項目がソーステーブルにも添付され、ターゲットテーブルにデフォ

ルト値と一緒に継承される。
• 任意管理項目がソーステーブルに添付されない。任意管理項目は継承されず

に、デフォルト値はターゲットテーブルの任意管理項目のパラメータで定義
されている値になる。

レコードから任意管理項目を削除する
レコードから任意管理項目を削除する  ボタンを押すと、レコードに関連する
任意管理項目を選択できるウィンドウが開きます。このウィンドウでは、任意
管理項目がクラス別にツリー構造で表示されます。

削除する任意管理項目を選択し、［OK］ボタンをクリックすると、レコードか
ら任意管理項目が削除されます。

 注意:

この画面では、［Ctrl］キーと［Shift］キーを使って複数の任意管理項目を選択
できるため、1度に複数の任意管理項目を削除できます。

必須またはデフォルトで表示される任意管理項目（［必須］パラメータ（SQL
名：seMandatory）が［はい］に、および［デフォルトで表示］パラメータ（SQL
名：seForceDisplay）が［はい］に設定されている任意管理項目）は、レコード
から削除できません。

任意管理項目をレコードリストに表示する
任意管理項目は、レコードの詳細画面の［任意管理項目］タブページに表示さ
れますが、テーブルのレコードリストに表示することもできます。

レコードリストに任意管理項目を表示するには、レコードリスト内でマウスの
右ボタンをクリックしてポップアップメニューを表示し、［リストの設定］を
選択します。リストの設定ウィンドウが開きます。

テーブルに関連する任意管理項目が画面左側の一覧内に表示されます。まず任
意管理項目のツリーを展開して、下位レベルを表示します。

次に、表示したい任意管理項目を選択し、  ボタンをクリックします。右側の
一覧に任意管理項目が追加され、レコードリストにその任意管理項目の列見出
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しと任意管理項目の値が表示されるようになります。レコードリストから任意
管理項目の列を削除するには、  ボタンを使います。レコードリストの列の表
示順を並べ替えるには、  ボタンと  ボタンを使います。

任意管理項目を継承する
任意管理項目とそのデフォルト値を継承することで、任意管理項目を1つのテー
ブルから別のテーブルへ自動的にコピーすることができます。任意管理項目は
レコードの詳細画面の［任意管理項目］タブページに追加され、任意管理項目
のデフォルト値もそのレコード用にコピーされます。ここでは、継承可能な任
意管理項目の作成方法について説明します。

内容は次の通りです。
• 継承可能な条件
• 継承可能な任意管理項目を定義する
• 継承設定の手順
• 任意管理項目の継承例

ここで説明する、「ソーステーブル」とは、継承する任意管理項目を含むテー
ブル、「ターゲットテーブル」とは、任意管理項目の継承先となるテーブルを
意味します。

 注意:

任意管理項目を継承する場合は、その任意管理項目がソーステーブルとターゲッ
トテーブルの両方に関連付けられている必要があります。

継承可能な条件
継承は次の場合にのみ適用されます。
• 「モデル」テーブルから「資産」、「契約上の資産」、「研修」、「契約」、

および「作業指示」のテーブルへの継承：これらのテーブルのレコードは、
モデルに関連する任意管理項目を継承します。

• 「製品」テーブルから「カタログリファレンス」テーブルへの継承

 注意:

これら3つのケースでは、任意管理項目とデフォルト値はデフォルトで継承され
ます。このデフォルト処理は変更できません。

AssetCenter 4.2.0 - 主要テーブル  33

主要テーブル



継承可能な任意管理項目を定義する
任意管理項目パラメータの詳細画面の［デフォルト値］タブページ（SQL名：
RetValScript）にある［継承目的］（SQL名：bForInheritance）フィールドの設定
によって、任意管理項目のデフォルト値のタイプが決まります。
• このフィールドが「はい」に設定されている場合は、任意管理項目のデフォ

ルト値は、ターゲットテーブルのレコードが継承するデフォルト値となり、
RetVal()関数を含む計算式によって定義されます。この関数は、任意管理項
目の継承値を表します。

• このフィールドを「いいえ」に設定した場合は、任意管理項目のデフォルト
値は、ターゲットテーブルに継承されません。デフォルト値は、ソーステー
ブルのレコードの任意管理項目だけに使われます。

 注意:

ソーステーブルから任意管理項目を継承するようにターゲットテーブルを設定
するには、［継承目的］（SQL名：bForInheritance）フィールドの値をソーステー
ブルでは「はい」に、ターゲットテーブルでは「いいえ」（任意管理項目を継
承できる全テーブルでは、このデフォルト値は変更不可能です）にする必要が
あります。

次の図に、継承処理のプロセスを示します。

図 5.2. ソーステーブルとターゲットテーブル間での任意管理項目の継承
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前述の図のように、任意管理項目のデフォルト値の継承は、ソーステーブルと
ターゲットテーブルの任意管理項目の［継承目的］（SQL名：bForInheritance）
フィールドによって決まります。
• このフィールドが、ソーステーブルで「はい」、ターゲットテーブルで「い

いえ」に設定されている場合は、ターゲットテーブルのレコードの任意管理
項目値は、ソーステーブルのレコードに関連する任意管理項目のRetVal()関
数によって定義されます。

• ソーステーブルとターゲットテーブルの両方でこのフィールドが「いいえ」
に設定されている場合は、任意管理項目のパラメータで定義されているデ
フォルト値が、任意管理項目値になります。

継承設定の手順
任意管理項目の継承例を示す前に、任意管理項目を効率的に継承する手順を示
します。
1 状況を分析します。ソーステーブルとターゲットテーブルを確認します。
2 任意管理項目を作成または編集します。
3 ソーステーブルの［任意管理項目］タブページに任意管理項目を追加しま

す。
4 このタブページで任意管理項目の値を編集します。
5 ターゲットテーブルで新規レコードを作成して、継承処理が正しく行われる

ことを確認します。

任意管理項目の継承例
ここでは、あるモデルの任意管理項目のデフォルト値を、そのモデルにリンク
しているすべての資産に継承する例を示します。

手順1 - テーブルを分析する
任意管理項目は、モデルのテーブルから資産のテーブルに継承されます。つま
り、次のような関係になります。
• ソーステーブルはモデルのテーブル
• ターゲットテーブルは資産のテーブル

手順2 - 継承可能な任意管理項目を作成する：［継承目
的］（SQL名：bForInheritance）

［管理／任意管理項目］メニューを選択して、任意管理項目を作成する画面を
表示します。フィールドに次のように入力します。
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表 5.2. 継承

フィールド名 フィールドの場所 フィールド値
［タイトル］（SQL名：
Title）

任意管理項目の詳細画面 継承

［SQL名］（SQL名：
SQLName）

任意管理項目の詳細画面の
上部

継承（この例の通りに入力
する必要はありませんが、
必須フィールドなので必ず
値を入力してください。）

［入力タイプ］（SQL名：
seDataType）

任意管理項目の詳細画面の
［入力］タブページ

数値

［作成］をクリックすると、任意管理項目が作成されます。

ソーステーブル
［パラメータ］タブページを選択し、パラメータリストの右端にある  ボタン
をクリックします。その任意管理項目をソーステーブルとターゲットテーブル
の両方に関連付け、使用可能になるように指定します。

［任意管理項目 '継承' にパラメータを追加］画面を、次の図のように入力しま
す。

図 5.3. ソーステーブル（モデルのテーブル）のパラメータ

最後に、［デフォルト値］タブページの［継承目的］フィールドを「はい」に
設定します。［追加］ボタンをクリックしてそのパラメータを任意管理項目に
追加します。
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ターゲットテーブル
［パラメータ］タブページを選択し、パラメータのリストの右端にある  ボタ
ンをクリックします。その任意管理項目をターゲットテーブルに関連付け、使
用可能になるように指定します。

［任意管理項目 '継承' にパラメータを追加］画面を、次の図のように入力しま
す。

図 5.4. ターゲットテーブル（資産のテーブル）のパラメータ

このパラメータを任意管理項目へ追加するには、［追加］をクリックします。

確認
任意管理項目のパラメータのリストは次のようになります。

図 5.5. 継承する任意管理項目のパラメータ
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任意管理項目に加えた変更を確定するには、［変更］をクリックします。

手順3 - ソーステーブルの［任意管理項目］タブに任意
管理項目を追加する

ソーステーブルのレコードに任意管理項目を追加する必要があります。どのモ
デルでも使用できます。この例では、「Deskpro 4000S」というモデルを選択し
ます。モデルのテーブルを表示して、モデルを選択します。このモデルの［任
意管理項目］タブページの  ボタンをクリックし、ツリーから「継承」任意管
理項目を選択します。

この任意管理項目が、プログラム可能フィールドとして［任意管理項目］タブ
ページに追加されます。

手順4 - 任意管理項目の値を編集する
 をクリックして、継承フィールドのBASICスクリプトを編集します。このス

クリプトによって、RetVal()の値（継承値）が決まります。この例では、メーカ
「Compaq」の資産が継承する値として数値を使います。値はどのような値でも
構いませんが、ここでは「512」を使います。

スクリプトは次のようになります。

図 5.6. 継承値のBASICスクリプト

［変更］ボタンをクリックして変更を確定し、スクリプトを完了します。

手順5 - ターゲットテーブルに新しいレコードを作成し
て、継承処理が正しく行われることをチェックする

1 継承処理をチェックするために、新規資産を作成します。
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2 ［ポートフォリオ／資産とロット］メニューを選択するか、または  ボタ
ンをクリックして、新規資産作成用の画面を開きます。

3 ［新規作成］をクリックして、新規資産を作成します。
4 ［任意管理項目］タブを選択します。任意管理項目は表示されません。
5 ［モデル］（SQL名：Model）フィールドに、手順3で任意管理項目を追加し

たモデル名を入力します。この例が正しく機能することを確認するために、
ここでは必ず「Deskpro 4000S」を入力します。

6 ［任意管理項目］タブを選択します。「継承」任意管理項目が自動的に追加
され、手順4で定義した値も継承されます。

図 5.7. ターゲットテーブルに任意管理項目を継承

別のテーブルからレコードを選択して任意管理項目値
を入力する

3この方法で任意管理項目に値を入力するには、別のテーブルからレコードを選
択します。任意管理項目には、そのレコードのフィールドの値が割り当てられ
ます。次に、この入力方法の例を紹介します。

次の手順に従って説明します。
1 事例の内容
2 任意管理項目を作成する
3 リンクのソーステーブルのフィルタを編集する
4 リンク機能の検証
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事例の内容
モデルのテーブルに「リンクテスト」という任意管理項目を作成します。この
任意管理項目を資産のテーブルに関連付け、モデルの任意管理項目の値を資産
のテーブルに入力できるようにします。

この例では、モデルのテーブルを「ソーステーブル」と呼びます。

リンクを指定する
［管理／任意管理項目］メニューを選択して、任意管理項目の作成用画面を表
示します。フィールドに次のように入力します。

リンクを指定する

表 5.3. リンクを指定する

フィールド名 フィールドの場所 フィールド値
［タイトル］ （SQL名：
TextLabel）

任意管理項目の詳細画面 リンクテスト

［SQL名］（SQL名：
SQLName）

任意管理項目の詳細画面の
上部

リンクテスト（この例の通
りに入力する必要はありま
せんが、必須フィールドな
ので必ず値を入力してくだ
さい。）

［入力タイプ］（SQL名：
seDataType）

任意管理項目の詳細画面の
［入力］タブページ

［入力タイプ］（SQL名：
seDataType）

［参照テーブル］（SQL
名：TargetTableName）

任意管理項目の詳細画面の
［入力］タブページ

モデルのテーブル

［作成］を押して、任意管理項目を作成します。

［パラメータ］タブを選択し、パラメータのリストの右端にある  ボタンをク
リックします。次の図に示すように値を指定して、この任意管理項目を資産の
テーブルに関連付け、資産のテーブルで使用可能になるように設定します。
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図 5.8. 任意管理項目を資産テーブルに関連付け、使用可能にする（［使
用可能］（SQL名：seAvailable）フィールドを「はい」に設定）

リンクのソーステーブルのフィルタを編集する
前の手順では、モデルのテーブルにリンクする任意管理項目を作成し、資産の
テーブルで使用できるように定義しました。これで、リンクは「物理的に」作
成されました。あとは、このリンクによって転送される情報、つまり、モデル
のテーブルから任意管理項目に入力される値を指定するだけです。次の値を選
択できます。
• 絶対値。例えば、任意管理項目の値として、特定のタイプのモデルをすべて

選択できます。次のように指定すると、「Compaq」メーカのすべてのモデ
ルが選択されます。

Brand.Name='Compaq'

• 状況依存値。特定のメーカのある資産に関連する全モデルなど、資産のテー
ブルのフィールドによって変化する値を選択できます。条件を定義するに
は、AmDbVal()関数を使います。

この関数には、次のパラメータがあります。

AmDbVal(<リンクのターゲットテーブル>:<ターゲットテーブルのフィール
ドまたはリンク>)

次の例では、モデルテーブルの［メーカ］（SQL名：Brand）フィールドに
依存することを定義しています。

AmDbVal(amAsset:Model.Brand)

「リンクテスト」任意管理項目のパラメータの詳細画面で［フィルタ］タブを
選択し、次のように入力します。
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図 5.9. ソーステーブル（この例では資産のテーブル）のフィルタ

 注意:

AmDbVal()関数は、詳細画面の現在の値に対応する値を返します。これは、詳
細画面の現在の値がデータベースに保存されていない場合にもいえることです。

前例をとりあげると、データベース上ではモデル「基準モデル」とメーカ「基
準メーカ」に資産がリンクされていると仮定します。詳細画面で、モデル「詳
細画面のモデル」とメーカ「詳細画面のメーカ」を選択した後に、この選択事
項を保存しなくても、AmDbVal()関数はメーカ「詳細画面のメーカ」を返しま
す。

 注意:

［検索条件］（SQL名：LinkFilter）フィールドは、テーブル用に一般的に使わ
れているクエリで、式ビルダを使って作成されています。クエリの作成に使わ
れるフィールドは、すべてリンクのソーステーブルに属します。

リンク機能の検証
作成したリンクの機能が正しく実行されるかどうかをチェックするために、新
しい資産を作成し、その資産に「リンクテスト」任意管理項目を追加します。
1 ［ポートフォリオ／資産とロット］メニューを選択するか、または  ボタ

ンをクリックして、新規資産作成用の画面を開きます。
2 ［新規作成］をクリックして、新規資産を作成します。
3 ［任意管理項目］タブを選択します。任意管理項目は表示されません。
4 資産の［モデル］（SQL名：Model）フィールドに値を入力します。
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5 ［任意管理項目］タブページの  ボタンをクリックし、選択画面で「リンク
テスト」任意管理項目を選択します。

図 5.10. 任意管理項目ツリーで「リンク」タイプの任意管理項目を選
択

新しい資産の詳細画面の［任意管理項目］タブページに「リンクテスト」任
意管理項目が追加されます。

6 「リンクテスト」任意管理項目の横の  ボタンをクリックします。リスト
データに表示されるモデルのテーブルからこのフィールドに入力する値を選
択します。次の図に示すように、リストデータにはモデルが表示されます。

図 5.11. リンクが機能するかどうかを検証
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この任意管理項目は、モデルテーブルと資産テーブルのリンクとしての機能を
果たしています。
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本章では、AssetCenterデータベースのレコードに書類を関連付ける方法につい
て説明します。

レコードに関連付けられている書類には、AssetCenterデータベースの大多数の
テーブルのレコード詳細画面にある［書類］タブページからアクセスできます。

書類のテーブルに直接アクセスするには、［ツール／画面一覧］メニューでテー
ブルの一覧を表示し、［書類］（SQL名：amDocument）テーブルを選択します。

書類の定義
書類とは、AssetCenterデータベースのレコードに関連付けられる外部ファイル
のことです。

AssetCenterの大部分のテーブルを書類へ関連付けることができます。

AssetCenterデータベースのレコードへ書類を関連付ける方法は以下の通りです。
• 書類を保存せずに、書類の完全パスを保存して関連付ける場合。

書類は、同一のアクセスパスで外部ドキュメントを開くユーザのみにアクセ
ス可能です。

• 書類をデータベースへ保存する場合。

適切なAssetCenterユーザ権限を有するAssetCenterの全ユーザは、書類へアク
セスできます。

6  レコードに関連付けられた書類
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 ヒント:

書類への完全パスを指定すると、アクションはそのファイルを動的に使用でき
ます。例えば、ファイルに関連付けられているアプリケーションを起動するア
クションを使って、ファイルを開くことができます。

レコードに関連する書類の管理
レコードの詳細画面の［書類］タブページには、このレコードに関連する書類
が含まれています。各書類は、サブタブの［詳細］枠内で説明されています。
書類を追加、複製、または削除するには、サブタブ上で右クリックし、ポップ
アップメニューから［リンクレコードの追加］、［リンクレコードの複製］、
または［リンクの削除］オプションを選択します。

サブタブの数は、このレコードに関連付けられた書類の数に対応します。

AssetCenterデータベースに保存されない書類
AssetCenterユーザ全員がファイルを見つけられるよう、ネットワーク上でのファ
イルの完全パス名を使用してください。

［ファイル］（SQL名：FileName）フィールドではファイルの完全パスを指定
できます。

ファイルを検索するには、  をクリックします。

 ヒント:

指定したファイルは、「実行可能プログラム」［タイプ］のアクションに使用
されます。アクションは［ファイル］フィールドを参照する必要があります。

AssetCenterデータベースに保存される書類

 警告:

データベースに多数の書類を保存する場合は、データベースのサイズに注意し
てください。

書類をデータベースに格納するには、
1 ［インポート］をクリックします。
2 格納するファイルを選択します。
3 ［変更］をクリックします。
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書類を表示するには、次の操作を行います。
1 ファイルのパスの右にある拡大鏡アイコンを、このパスへのアクセス権がな

い場合もクリックします。

書類の内容をコピーするには、次の操作を行います。
1 ［出力］をクリックします。
2 作成するファイルの完全パスを指定します。
3 ［保存］をクリックします。

書類の内容をAssetCenterデータベースから削除するには、次の操作を行います。
1 ［切断］をクリックします。
2 ［変更］をクリックします。

アクションを使って書類を開く
書類の完全パス名を指定すると、このファイルをアクションを使って動的に使
用することができます。

適切なアクションを作成する
この例では、書類の［ファイル］（SQL名：ActionFile）フィールドで指定した
ファイルを開くことができるアクションを作成します。ファイルを開くプログ
ラムは、Windowsのファイルマネージャによってファイル名の拡張子に関連付
けられたプログラムです。

［ツール／アクション／編集］メニューを使って、アクションのリストを表示
します。新しいアクションを作成します。特に、次のフィールドに入力します。

表 6.1. アクションの作成

フィールド 値
［名前］（SQL名：Name） 作成するアクションに適した名前
［コンテキスト］（SQL名：ContextTable） 書類（amDocument）
［タイプ］（SQL名：seActionType） 実行可能ファイル
［ファイル］（SQL名：ActionFile） [FileName]

ファイルを開くアクションを作成する
1 レコード（例えば資産）の詳細を表示します。
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2 ［書類］タブを選択します。
3 ［書類］タブページのサブタブで書類に関する情報を入力します。
4 ［ファイル］（SQL名：FileName）フィールドに、プログラムと関連付けら

れている拡張子が付いたファイルのパスを入力します。
5 書類のサブタブページ内のいずれかのフィールドにカーソルを置きます。
6 マウスの右ボタンをクリックして、ポップアップメニューを表示します。

［アクション］コマンドを選択すると、書類のテーブルに関連するアクショ
ンのリストが表示されます。作成したアクションを選択します。

 注意:

リンクに関連するアクションは、［ツール／アクション］メニューまたは  ボ
タンからは起動できません。
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